
２０２０すみだイベントリレーの実施結果について 

 

１ キックオフイベント 

（１）日時 

平成３０年１０月２９日（月） 午後６時～７時 

（２）場所 

東京スカイツリー®４階入口フロア 

（３）内容 

①VRボクシング体験 

東京２０２０オリンピック競技大会において墨田区内で実

施される予定の“ボクシング競技”を VR（バーチャルリアリ

ティ）技術を活用した疑似競技体験を実施した。 

 

 

 

 

 

 

②ギリシャKIMONO展示 

東京２０２０大会をめざし、世界各国の文化・観光・産業

部会・歴史・自然をテーマに描いた１９６か国のオリジナル

KIMONOを制作している（一社）イマジンワンワールドから、

オリンピック発祥の地ギリシャをモチーフとした KIMONOや

帯、パネルを借りて展示した。 

 

 

 

（４）参加者数 

約５0名 

 
集合写真 

資料２ 



平成３０年１１月２３日（金）「東都よみうり」掲載 

 
 

  



２ イベントリレーVol.1「Make a SUMIDA～東京スカイツリーで何をする？～」 

（１） 日時 

平成３０年１１月３０日（金） 午後７時～９時１５分 

（２） 場所 

すみだリバーサイドホール１階会議室 

（３） ファシリテーター 

すみだ青年協力会 顧問 須藤昌俊氏 

（４） 参加者数 

１６名 

（５） 内容 

「東京 2020大会に関わりたいけど、どうすればいいのかわからない。」、「気運醸成のアイディ

アはあるけど、実践する場がない。」等、東京2020大会や墨田区への熱い思いを持った方々と、

複数回のワークショップ等を開催し、墨田区の未来像や東京 2020大会へ向けた気運醸成等

について考え合い、生まれたアイディアを自分達の手で実践していくことを目標とした取組の「２０

２０すみだイベントリレー」。 

 

Vol.1は、「東京スカイツリー」をテーマに、参加者同士の自由闊達な意見交換を目的としたワ

ールドカフェ方式のワークショップを開催した。 

最終的には設定に沿ったＦａｃｅｂｏｏｋ形式のワークシートを作成し、それぞれのアイディアを発

表。互いにいいねやコメントをし、アイディアを共有した。 

 

【設定】６３４日後のパラリンピック開会式でＩＯＣから墨田区長が「すみだイベントリレー」の功績で

表彰されました。それはなぜ？ 

 Ａ班 
「すみだイベントリレー」の一環として、様々な町工場でものづくり体験ができる「ものづくり

ウィーク」を開催し、協力工場は５０を超えた。また、「一校一競技運動（各校に競技を 

割り当て、体験し、会場に応援に行く運動）」も表彰された。 

 

  



 Ｂ班 
伝統×交流×観光を生かし、地元の人と観光客が一緒にオリンピックを最も楽しんだ区

として表彰された。 

 

 Ｃ班 
隅田川花火大会と全国各地の花火大会が日替わりでオリンピック期間中の２７日間連続

で同時開催された。 

 

 Ｄ班 
墨田区では、２０２０年に向けすべての一般家庭で民泊を解禁。また、空き家を活用し、

ものづくり体験等ができる施設をオープンした。さらに、区内すべての看板や案内表示を

ＡＲ技術を用いて全言語対応とした。 

これらの対応が「最先端すぎるおもてなし」として、表彰された。 

 

  



 

  

  

 


